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止水、エフロ抑制などの優れた改質効果

リブ型コンクリートに生じたクラック

① ②

クラック箇所のアップ

Sクリートアップを塗布

③ ④

超微粒子セメントを注入

⑤

補修直後の様子
乾燥するとクラック補修個所は目立たなく
なります。

⑥

※事前に超微粒子セメントを無機顔料（黒色）にて調色しています。

Sクリートアップがクラック箇所から内部に深く浸透し、コ
ンクリートを改質強化してクラックの進行を抑制すると同
時に、超微粒子セメントの接着性を増強。

に注入する。

S クリート工法との併用でさらに効果的
「Sクリートクラック工法」

Sクリート工法は、Sクリートアップ（珪酸塩系）と Sクリートガード（シラン・
シロキサン系）によりコンクリート内側を改質・強化し遮水層および撥水
層を形成し、構造物の耐久性を向上させる複合工法です。 

[ コンクリート表面含浸工施工指針(日本土木学会)による要求性能(最高グレードのグレードＡ相当) ]

ひび割れ補修・断面修復用
Vカット不要

ひび割れ補修・断面修復用
Vカット不要

S クリート工法は、コンクリート内部の改質・遮水性を高め、ひび割れの発生や拡大を
抑制し、さらに、コンクリート表層の撥水効果・塩化物イオン等の侵入抑制効果により、
コンクリート構造物の耐久性を向上させ建物の超寿命化に貢献します。

コンクリートの延命化を実現。コンクリートの延命化を実現。


